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ある。入学予定者が計画に沿って十分に確保されるかどうかを推察するためです。一般的に
は、高等学校等を通じて学生へのアンケート調査や説明会等によって資料の収集が図られ
る。
　一方、大学設置認可に至るまでは文部科学省の新設大学の活動に関する規制がある。大学認
可申請前の準備期間および認可申請期間中は、「認可申請準備中」および「認可申請中」の文
言を表示することが義務付けられています。
　また、理由は定かでないが、文科省は、インターネット等によるアンケート動向調査を基本
的には認めていない。受験する学生かどうかの保証とならないためと思われる。結果として、
高等学校を通じての動向調査により、高等学校が学生の受験の事実上の保証者となる。最近の
情報化社会の進展を考えれば早急に改善されるべきと考える。

１）高等学校の対応の現状
　　従来であれば、高等学校は進学先の拡大等の利点から学生のアンケート調査、セミナー、
　講演会、大学の説明会の開催等に友好的に協力してくれるのが一般的です。しかし、新型コ
　ロナの感染拡大という予期しない事態に遭遇しており、現状では新型コロナ禍のため、大学
　説明会，セミナー、講演会はもとより、紙類のアンケート調査への協力もコロナ汚染の危惧
　からほとんどが否定的です。また、インターネット対応（メール等）も個人情報保護の観点
　から問題があるとして、教育委員会等からの規制がかかっており、都道府県によっては全く
　対応できないシステムとなっています。高等学校との連携を維持することは、新型コロナの
　影響が払拭されるまで不確定な状況が続くと予想されます。

２）WEBサイトの公開
　　新型コロナ禍の現状に鑑み、動向調査を実施する手立てを有しないことにより、また昨今
　の情報化社会の進展を考慮して、本来は推奨されない手法ですが、本学も文部科学省のPR 
　活動の規則を遵守しつつWEBサイトを公開して情報取集を図ることにしました。公開WEB 
　サイトは、「https://www.minamitokyo-c.jp/」で、公開期間は、2020年６月１日から現在
　（2021年１月中旬）までの約６か月半です。

３）WEBサイト訪問者の分析
　　WEBサイトは情報収集目的に鑑み、PR用に焦点を当てて作製しています。公開後現在に 
　至るまでの結果を図１～図６に示します。図１は訪問者の訪問回数と経時変化、図２は訪問
　者の検索元の比較、図３は訪問者が最初に訪れたWEBサイトの内容項サイト目の比較、図
　４はWEBサイト訪問者のリピート率、図５は都道府県別WEBサイト訪問者数の比較および
　図６は１都４県（千葉県、埼玉県、神奈川県、茨城県）の地域別訪問者数の比較を示してい
　ます。

４）結果と考察
　WEBによる動向調査の解析結果を以下に記述します。
　①訪問者の訪問回数（図１の解析）
　　⑴約６か月半にわたる短期間でのWEBサイト訪問回数は2000回に達しています。現在も
　　　止まることなく世界中において増加しつつあります。　　

－54－ －55－

　高齢者ケアのライフスタイルの構築には、高齢者ケアに携わる従事者のサービス精神と質は
もちろんのこと、ケアを受ける高齢者自身の協力精神と学習意欲とが互いにマッチすることが
必要不可欠です。従事者の一方的なサービスだけでなく、高齢者自らも学ぶ姿勢がないと、真
の高齢者ケアは創れません。
　一方、社会の変動は激しく、本学では，今後予測される３つの大きな社会現象注１）を考慮
に入れた教育プログラムの展開と人材育成、および社会人が主となることを予測した新しい
「大学共生制度」の構築と実践および教育先導型の地域創生を展開します。
本学では，上記教育コンセプトに基づいて、他校にない高齢者ケアのユニークな先進的教育と
人材育成を実践します。また、入学学生は高齢者ケアの将来を担う高校生（新卒および浪人
生）と社会経験の豊富な社会人注２）から構成され、入学比率はそれぞれ約６対４の割合とし
て構成学生間の活性化を図ります。

　注１）人口増等による食糧問題、気候変動等による地球温暖化や災害および疫病等問題、お
　　　よびAI／IT高度情報化社会現象
　注２）高齢者および壮年者：将来的に起り得る国の方針である在宅介護政策や老々介護等に
　　　 対処するための自衛的手段に対応できる人材

　文科省が求める新設大学設置認可の参考資料の一つに、高校生等入学予定者の動向調査が
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図１　WEBサイト訪問者数の経時変化（訪問回数）

図２　訪問者のWEBサイト検索元の比較（訪問者数）
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　　　　また、検索におい
　　　ても、常に第１位に
　　　ランキングされてお
　　　り、今日に至るまで
　　　第１位は維持されて
　　　います。短期間にお
　　　ける回数としては、
　　　驚異的な数値です。
　　　　また、検索におい
　　　て第１位にランクさ
　　　れることは、本学に
　　　対して世界が極めて
　　　高い関心を示してい
　　　る結果です。
　　⑵７月初旬と10月初旬に突出したWEBサイト訪問者数は、６月からWEBサイトを正式に
　　　初公開したことと、全国の高等学校（メール授受が可能な高等学校約800校）の進路指導
　　　部宛にメールでWEBサイトによるアンケートを依頼したことによる結果です。約３割
　　　程度の進路指導部の教員等による検索が実施されたことが推察されます。新型コロナ禍
　　　の状況での高等学校行事の変更等で学生へのアンケートは実施されたかどうか不明です。
　　　図５にあるWEBサイト訪問者約250人の検索元が不明の中にも、進路指導部の高校生に
　　　対する検索指導による検索訪問によるものも多数含まれている可能性は認めざるをえま
　　　せん。
　②訪問者の検索元（図２の解析）
　　　直接訪問回数と検索
　　による訪問回数はそれ
　　ぞれ約700回と約900回
　　で、おおよそ拮抗して
　　います。その他はWix
　　等のマイナーなインター
　　ネット手法によるもの
　　です。検索による訪問
　　回数が約900回に至っ
　　ており，本学のWEB 
　　サイトに関心を持って
　　訪問する多くの人材の
　　存在が推察できます。
　　現状のWEBサイト訪
　　問者の推移を考慮する
　　と、今後も訪問者が持続して増え続けることが期待されます。本学への世界の関心の高さ
　　が推察でき，本学のWEB検索での長期に亘る第１位のランキングを維持しているのも関
　　心の高いことの結果です。
　③訪問者が最初に訪れたWEBサイト（図３の解析）
　　最初に訪問した公開WEBサイトの項目は、多さの順で、「ホームページ」、「創設者」、「公

図４　WEBサイト訪問者のリピート率（％）
（訪問回数：2000回/訪問者数736人）

（１回訪問者：73.39％／複数回訪問者：26.27％／その他：0.34％）

図３　WEBサイトで最初に訪問した項目の比較（訪問者数）

　　募要項」、「本学の概
　　要」です。「ホームペー
　　ジ」が多いのは、本学
　　の全容をまとめて表示
　　しているためです。次
　　いで「創設者」の項目
　　が多いのは、誰が短大
　　を創ろうとしているか
　　を知ることで、本学の
　　信頼度をチェックして
　　いるためと推察されま
　　す。本学の信頼度にも
　　関係する事項で、訪問
　　者が多いことは有意義
　　なことです。さらに　
　　「公募要項」と「本学
　　の概要」が多いのは、
　　本学への就業への関心が高いことや詳細を知りたい意欲が強いことが推察されます。
　④WEBサイト訪問者のリピート率（図４の解析）
　　WEBサイト訪問者の約26％がリピータ―（Repeater）で、現在約200名が本学の構想に真
　　摯に興味を持ち検索を続けていると推察されます。この数に入学希望者が何名含まれてい
　　るかは不明ですが、統
　　計学的にPR用WEBサ
　　イトで訪問者数を予測
　　する場合、訪問者総数
　　×0.35×0.3の数式（統
　　計学的信頼度：有意水
　　準95％以内）に相当す
　　る人数が入学定員に達
　　するか否かが判断基準
　　となります。なお、当
　　該予測数式の誘導は、
　　石井幹太学長が長年の
　　明治大学時代の大学運
　　営で独自に考案した統
　　計学的手法に基づいて
　　います。
　　　この数式を用いると、WEBサイト訪問者736人×0.35×0.3＝77.28≒78人となりますの　
　　で、WEBサイト情報からは統計学的に定員80人の確保が可能であると予測されます。
　⑤都道府県別の訪問者比較（図５の解析）
　　都道府県別に比較すると、WEB訪問者は北海道から沖縄県に至るまでほぼ全国に分布
　　していますが，１都３県（千葉，埼玉，神奈川）のWEBサイト訪問者が圧倒的に多く、
　　首都圏の本学への関心の高さが窺えます。大学設置場所が千葉県銚子市であることを
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　　考えると、アクセス度
　　や近隣地等から１都３
　　県の訪問者が多いのも
　　理解できます。一方、
　　関西圏等にもかなり多
　　くのWEBサイトへの訪
　　問者が存在することか
　　らも、本学への興味の
　　高さが推察されます。
　⑥地域別の訪問者（図６
　　の解析）
　　大学設置場所との関係
　　から、地元銚子市が多
　　い。また横浜市、さい
　　たま市、市川市等近隣
　　県の大都市部のWEB
　　サイト訪問者が多い。
　　福祉行政の比較的盛
　　んな都市、例えば江東
　　区、松戸市等比較的
　　下町的要素の強い市部
　　や区部のWEBサイト
　　訪問者が多い傾向にあ
　　り、大学設置場所と近
　　隣都市との関連も非常
　　に高いと言えます。
　⑦外国からの訪問者
　　外国からのWEBサイト
　　訪問者はまだ数は少な
　　いが、米国を始め、
　　オーストラリアやカン
　　ボジアなどの環太平洋
　　地域やイスラエル等の
　　中近東からの訪問者も
　　徐々に見受けられる。
　　少しずつではあるが、
　　世界に本学へのWEB
　　サイト訪問者が広がり
　　つつあり、国内同様、
　　今後も拡大していくと予測されます。外国版WEBサイトでも本学の短期大学部門が国内
　　同様検索順位第１位にランキングされていることは、今後の広がりが期待できる明るい兆
　　候とも言えます。

５）総　　括
　　新型コロナ禍のため、セミナーや講演会等による入学予定者との対面交渉が皆無の状況下
　で、入学者の動向予測をすることは極めて困難です。過去の半世紀以上に亘る大学運営の中
　で、見えない事象（例えば、大学合格者の足切り点数の決定等、１点の違いで合格者が300
　人増える可能性も多々ある）に対しての対応は，綱渡りの難行です。本学のWEBサイト公
　開に伴う入学者の予測は、現状では過去の経験と統計学的手法に依存せざるを得ません。
　　以下に、今回のWEBサイトによる本学に対する動向調査結果から、経験と統計学的手法
　により推察できることをまとめました。
　　①WEBサイト訪問者数は当該分野としては非常に多く、本学への関心度は非常に高いこ
　　　とが推察できる。
　　②近年の学生気質は直近のことにのみ対応する傾向があり、本学の開学が２年後のために
　　　訪問行為の確保は開学直近まで待たなければならないと予測される。
　　③過去の実績経験と統計学的手法による予測（統計学的信頼度：有意水準95％以内）は 
　　　WEBサイトへの訪問者数とリピート率からみてほぼ定員を満たす入学者が得られると
　　　推察される。
　　④WEBサイトへの訪問者数は、国内に限らず世界的にも今後も継続して増加の傾向を維
　　　持できると推察される。
　　⑤データ数は少ないが、対面で本学の説明を実施したときの関心度と反応は、現役高校生
　　　や社会人共に高かった。セミナーや講演会等の対面交渉が入学者確保に必要不可欠であ
　　　る。新型コロナ禍のため、今後の活動の創意工夫が入学者確保に極めて重要と分かった。
　　⑥１都３県（千葉、埼玉、神奈川）からのWEBサイト訪問者が多いことから、入学者確 
　　　保のための対面PR活動を近隣都市部へ集約することが効果的と推察できる。
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